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積

長
崎
の
機
舶
底
曳
網
漁
業
ミ
其
の
金
融
情
況長

谷

川

安

次

郎

ー
漁

法

海
洋
に
乗
h
出
だ
す
ご
ニ
み
の
漁
業
に
は
、
舶
が
先
づ
問
題
ピ
鋳
る
静
で
あ
・
り
ま
す
。
尤
も
漁
業
で
無
〈
ご
も

沖
は
鋤
が
無
〈
て
は
何
事
も
出
来
ぬ
こ
正
は
言
ふ
迄
も
無
い
が
、
釣
、
曳
網
、
敷
納
・
何
の
方
法
に
依
る
を
問
は

争
、
先
づ
大
型
な
り
小
型
な
b
必
要
程
度
の
般
を
用
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
h
ま
す
。
現
今
長
崎
で
の
主
た

る
漁
業
は
、
大
正
十
三
年
を
剖
則
正
し
、
以
前
「
V

Y

2

」
延
縄
漁
業
ご
稀
し
て
、
一
隻

ω親
舶
に
数
多
の
小
般
を

積
み
込
ん
で
漁
場
に
出
掛
り
、
而
し

τ小
舶
を
卸
し
て
之
に
乗
り
、
鈎
の
一
械
た
る
漁
法
に
織
っ
た
も
の
を
改
め

て
機
般
底
曳
網
漁
業
ご
云
っ
て
、
曳
銅
山
り
方
法
に
依
る
様
に
第
っ
た
も
の
で
あ
b
ま
し
て
、
爾
来
共
作
業
に
必
要

ご
せ
ら
る
、
一
組
(
ニ
隻
}
の
機
舶
を
用
意
せ
な
げ
れ
ば
出
来
ぬ
こ
正
に
柏
崎
h
ま
し
た
。
延
縄
蛍
時
に
比
べ
ま
す
る

芭
積
載
小
船
ゆ
必
要
は
無
〈
縛
っ
た
り
れ
共
、
常
時
の
親
舶
以
上
山
機
般
二
隻
を
必
要
ご
す
る
以
上
、
権
hr
仁
車

位

ω規
模
を
大
き
〈
し
た
も
の
で
ゐ
争
、
従
て
夫
れ
丈
多
〈
の
資
本
を
要
す
る
ニ
古
仁
錦
う
た
の
で
ゐ
・
り
ま
す
。



舶
の
犬
い
き
は
麟
の
制
限
が
あ
与
ま
し
て
五
十
屯
を
超
ゆ
る
こ
芭
が
出
来
ま
せ
ぬ
の
で
、
大
概
制
限
程
度
の
も
の

を
使
つ

t
居
る
様
で
あ
、
り
ま
す
ο
俄
て
此
の
型
り
も
の
を
杉
材
で
諮
り
ま
し
て
、
二
隻
に
付
帥
憧
丈
で
建
造
費
約

七
千
圏
内
外
を
要
し
・
更
に
曳
網
に
適
す
る
程
度
の
曳
カ
が
な
け
れ
ば
作
業
が
出
来
ぬ
の
で
可
な
り
強
い
動
カ
を

揖
付
げ
る
の
で
ゐ
h
ま
す
が
、
動
力
は
大
概
石
油
畿
勘
機
で
馬
カ
は
人
十
回
岬
カ
・
一
馬
カ
宵
閣
で
儲
h

リ
入
千
圃
を
'

要
す
る
。
尤
も
最
一
泡
は
「
μ
アィ

1
ぜ

そ

ぶ

y
タ

y
」
e
f
M
聞
付
け
る
向
も
あ
っ

τ‘
之
に
依
る
己
一
馬
力
百
七
十
圃

位
モ
多
少
高
舗
で
は
あ
b
土
す
げ
れ
共
・
燃
料
が
非
常
に
少
〈
て
務
み
結
局
は
随
分
の
経
済
に
縛
る
の
で
あ
h
ま

す
。
然
札
ば
混
量
購
飛
に
は
「
ダ
ィ

1
ゼ
宍

z
y
p
y
」
に
細
工
改
ま
る
時
が
京
市
る
の
で
は
無
い
か
さ
も
考
へ
ら

れ
ま
す
。
一
隻

ω般
健
に
後
動
機
を
揖
ゑ
付
り
て
阪
に
一
高
五
千
国
営
要
L
一
組
正
云
へ
ば
前
越
り
週
り
二
隻
で

す
か
ら
都
合
一
戸
一
高
岡
を
要
す
る
次
第
で
ゐ
h
士
す
が
・
ま

r夫
れ
支
で
は
出
漁
は
出
来
な
い
の
で
ゐ
・
り
ま
し
て
、

別
に
舵
共
を
備
へ
漁
共
を
積
込
み
.
乗
組
員
の
食
料
、
魚
用
水
・
同
幽
、
石
油
其
他
ぞ
積
込
ん
だ
上
で
(
之
を
仕

込
Z
言
っ
て
居
り
ま
す
)
始
め
て
悠
々
出
品
閥
的
段
取
に
鋳
る
の
で
ゐ
h
，
ま
す
が
、
夫
れ
迄
に
は
彼
是
少
〈
正
も
一

組
に
付
年
額
岡
高
五
千
回
を
掛
り
ね
ば
な
ら
ぬ
有
様
で
、
一
元
入
も
容
易
な
も
の
で
は
な
い
。

問

屋

の

投

資

機
般
は
問
屋
が
自
己

ω資
本
を
以

τ
l
i以
前
は
何
う
か
知
b
ま
せ
院
が
‘
現
在

ω芭
こ
ろ
問
屋
で
此
二
賃
金

を
他
か
ら
借
入
れ

τ居
る
模
帥
慨
は
見
受
り
ま
せ
泊
卜

l
建
治
じ
て
之
を
般
頭
に
支
配
せ

L
め
る
の
を
通
常
吉
致
し

ま
す
。
問
屋
は
漁
業
経
轡
者
で
あ
り
叉
岡
崎
に
資
本
家
で
も
あ

h
ま
し
て
、
長
崎
で
は
比
の
椛
問
屋
は
山
田
吉
太

i属

病

長
崎
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静

演

長
崎
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鴫
船
底I

卑
掴
ifIl 
識
と

其

"' 金 i

融
情
況

第
二
十
凡
各

五
=
一
八

錨
凹
披

E丸

郎
・
林
粂
商
山
山
(
曾
批
支
応
)
・
森
田
次
官
.
高
岡
高
官
、
一
中
漁
組
〈
曾
枇
)
、
官
、
水
卯
三
郎
‘
勝
中
新
七
の
七
名
が

茶
山
町
主
な
る
も
の
で
各
共
の
所
併
船
敏
は
大
略
山
国
吉
太
郎
六
十
隻
、
林
品
瑞
耐
庖
七
十
隻
.
森
田
友
吉
一
一
一
十
隻
、

高
岡
高
吉
二
十
隻
一
中
漁
組
二
卜
隻
、
官
、
水
卯
三
郎
人
隻
.
藤
中
新
七
八
隻
榔
合
二
百
二
+
隻
足

ι宇
、
此
外
二

十
隻
位
は
小
結
後
者
山
一
分
が
め
る
見
込
で
す
か
ら
、
漁
業
期
節
に
は
新
治
新
仕
込
山
川
…
機
加
許
h
t
似
定
す
れ
ば
、

F
つ
ご
五
百
四
十
高
凶
の
資
本
が
下
さ
れ
る
計
算
一
で
あ
ち
ま
す
。

戸市

ー叫

収?

fiIi 

般
に
は
納
刈
正
当
一
一
回
ふ
も
り
が
居
ち
ま
し
E
、
般
銅
山
下
に
各
般
毎
に
共
的
雇
人
た
る
船
長
以
下
乗
組
は
十
名
位

ω
者
が
配
胤
し
て
屑
り
ま
す
o

尤
れ
中
じ
は
紛
州
自
ら
船
長
を
粂
ぬ
る
も
の
が
ゐ
h
土

Lτ
、
此
場
合
納
長
を
粂

ぬ
る
船
羽
は
勿
論
漁
附
切
に
従
事
し
ま
す
が
‘
納
長
ヤ
粂
ね
F
る
舶
耐
酬
は
漁
跨
に
従
事
す
る
事
は
の
り
ま
せ
ん
、
俗

告

S

に
之
を
陣
船
人
以
ピ
稀
し
て
尉
h
ま
す
。
舶
一
山
は
何

μ
も
漁
師

ω
出
身
で
ゐ
っ
て
特
に
其
の
道

ω
建
省
で
ゐ
り
ま
す

が
、
資
力
り
有
る
も
の
は
極
め

τ少
〈
、
多
〈
は
受
持
た
せ
ら
れ
た
る
機
舶
を
単
に
支
配
す
る
に
止
ま
る
も
の
で

ゐ
h
ま
す
。
中
に
は
自
己

ω
資
金
を
以
て
機
舶
を
所
利
し
て
居
る
も
の
、
又
は
一
部
分
資
金
を
出
し
て
問
屋
空
共

同
所
有
を
し
て
居
る
も
の
が
川
旭
川
い
で
は
な
い
が
、
新
の
如
き
は
至
っ
て
稀
で
ゐ

h
ま
す
。
ご
こ
ろ
で
、
此
の
機
般

ω耐
久
年
数
で
ゐ
り
ま
す
が
、
九
年
間
も
使
用
す
る
内
に
は
1
|
修
繕
は
随
時
之
を
施
し
て
|
|
其
の
用
に
耐
え

な
い
慌
に
柏
崎
り
ま
す
。
此
山
減
耐
岡
山
り
損
失
は
蛍
然
所
有
者

ω
損
失
に
鯖
す
る
も
の
で
ゐ
り
ま
す
が
、
一
時
は
所
右

者
で
ゐ
b
ま
す
ぎ
』
ゐ
山
問
屋
=
帥
政
己

ω
問
に
俊
雄
閲
係
を
生
せ
し
め
て
居
っ
た
ニ
ご
も
ゐ
・
り
ま
す
。
之
は
其



の
問
騒
が
舵
闘
に
機
般
金
支
配
ゼ
し
む
る
に
常
り
ま
し
て
‘
航
闘
に
資
渡
し
川
形
式
か
蜂
へ
其
山
代
令
を
貸
金
に

強
理
士
致

L
、
主
(
的
貸
金

ω融
制
保
正
し
て
共
U

機
舶
を
扱
ひ
ま

L
た
時
が
ゐ
h
ま
し
1
、
其
山
一
開
口
川
上
期
的
如
き

償
川
棚
川
剛
係
士
生
せ
し
め
た
も
凶
で
ゐ
り
ま
す
。
即
も
仙
川
γ
良
川
刷
る
帥
刷
版
仁
付
一

1ω
一
部
分
J
U

例
で
め
白
り
ま
(
て
、

仙
一
山
で
校
側
が
引
っ
て
豊
漁
ん
延
納
け
品
川
り
に
柏
崎
り
ま
す
正
、
舶
を
買
取
る
も
山
も
山
1
来
る
い
で
あ
b
ま
L
1
・

立
戸
川
一
場
合
…
ロ
却
に
治
セ
聞
い
た
約
束
を
蹄
結
L
1
ゐ
る
向
も
あ
り
ま
す
O

然
[
漁
期
す
る
殺
に
成
続
ω
良
い
の
は

極
〈
柿
で
ゐ
b
ま
す
。四

J仕

込

義
じ
仕
込
山
り
事
に
付

τ
一
寸
言
及
致
し
ま
し
た
が
、
問
屈
は
右
の
関
係
り
外
に
仕
込
ピ
稽
し
各
加
の
毎
航
海
必

要
正
ず
る
物
品
等
合
其

ω
都
度
提
供
す
る
仕
掛
を
掌
つ
一
1
居
h
土
す
。
此
仕
込
は
問
屋

ω資
力
に
倹
た
な
け
れ
ば

出
来
ぬ
詳
の
も
の
で
も
銅
山
い
の
で
す
が
、
一
一
組
位
を
支
配
し
て
居
る
に
過
ぎ
な
い
船
頭
が
自
分
で
仕
込
を
す
る
の

で
は
、
問
屋
の
多
数
機
舶
を
所
有
し
て
一
時
に
多
数

ω用
品
を
買
入
れ
て
仕
込
を
す
る
の
仁
比
較
L
ま
L
て
温
か

に
歩
方
が
添
い
悠
に
‘
換
言
す
れ
ば
仕
込
用
品
の
値
段
が
高
慣
に
賞
品
(
後
越
叫
歩
戻
?
】
ご
を
考
へ
の
外
に
置

き
ま
し
で
も
)
震
に
自
然
関
肢
の
仕
込
を
受
〈
る
事
が
便
宜
正
せ
ら
晶
、
様
仁
潟
っ
て
来
る
の
で
ゐ
ち
ま
し
て
、

叉
問
屋
に
し

τみ
れ
ば
、
此

ω仕
込
が
船
頭
ご
の
閑
柄
を
一
屠
密
接
に
苫
せ
る
も
の
で
ゐ
つ

τ積
身
の
駄
に
好
結

巣
を
も
花
ら
す
契
正
治
る
の
で
あ

b
ま
す
。
仕
込
物
日
聞
は
石
油
(
後
動
機
用
)
画
(
魚
画
)
綱
等
の
漁
具
、
「
ツ
イ
ヤ

1
」
等
の
舶
具
、
食
料
‘
氷
(
魚
保
存
用
)
英
他
誇
秘
の
雑
口
聞
で
あ
っ
て
、
代
金
は
合
計
で
一
航
海
に
付
一
組
で
こ

2品

iiil 
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E到。

千
園
内
外
迄
、
而
し
て
仕
込
は
毎
航
海
じ
賞
っ
て
婚
さ
る
、
も
の
で
ゐ
h
ま
す
。
仕
込
品
の
購
入
は
大
概
船
長
が

船
頭
の
代
理
を
以
て
直
比
四
各
商
応
か
ら
致
し
ま
す
が
、
共
代
金
は
今
一
疋
ふ
遇
、
り
問
屋
が
支
梯
ふ
の
で
あ
・
り
ま
す
か

ら
・
ぞ
れ
で
問
屋
は
納
長
の
認
印
が
無
い
品
物
代
金
は
一
一
切
支
抑
は
泊
ニ
ご
じ
し
て
ゐ
る
。
然

L
偶
に
は
船
長
ピ

商
人
ご
の
通
謀
に
依
て
代
金
山
誤
魔
化
L
に
掛
る
も
の
も
ゐ
る
相
で
ゐ
り
ま
す
。
而
し
て
之
等
一
般
商
人
吉
問
屋

の
聞
の
仕
込
物
品
川
り
取
引
は
、
一
般
の
夫
れ
ど
異
な
る
ご
一
」
ろ
が
無
〈
多
く
は
掛
取
引
で
す
が
、
之
が
決
済
の
時

に
は
柳
か
触
を
異
に
し
て
、
歩
戻

ω方
法
を
採
っ

τ居
・
り
ま
す
。
共
の
歩
艮
は
問
屋
の
枚
入
た
る
こ
芭
言
hr-
要
し

ま
せ
ぬ
。
歩
戻
は
任
意
柏
崎
さ
る
、
も
の
で
あ
っ
て
一
卒
に
何
分
正
言
ふ
様
に
は
定
ま
り
て
は
居
ら
示
、
応
に
依
り

叉
其
の
物
日
間

ω如
何
に
依
っ
て
回
調
ひ
ま
す
が
・
大
健
石
油
は
議
定
消
費
量
を
約
定
が
し
て
あ
り
質
績
が
此
議
定
量

に
遣
し
た
も
の
に
付
工
は
一
屯
賞
如
何
程
。
氷
は
総

τ元
の
日
東
製
氷
(
今
の
大
日
本
製
氷
)
一
炉
提
供
し
て
居
h

ま
す
が
之
も
消
費
量
の
多
寡
に
依
て
若
干
の
相
違
は
あ
る
が
、
毎
屯
一
回
位
か
芭
聞
い
て
居
h
ま
す
。
水
の
歩
艮

に
付
て
は
面
白
い
話
が
あ
h
ま
す
・
由
来
日
東
製
氷
(
今
山
大
日
本
製
氷
)
の
長
崎
工
場
は
成
践
が
良
〈
て
其
の

弗
箱
だ
ご
迄
云
は
れ
て
居
る
の
で
す
が
、
共
れ
い
を
見
透
し

τか
時
々
問
屋
は
聯
合
し
て
氷
の
値
下
ぞ
提
唱
し
ま
L

て
・
之
に
勝

ιな
り
れ
ば
省
方
で
氷
の
製
造
を
始
め
る
ご
か
中
々
手
強
〈
談
刊
に
及
h
A
O

夫
れ
い
が
曾
枇
に
は
甚

r

強
〈
こ
に
へ
て
低
下
さ
せ
な
い
迄
も
歩
国
民
主
惜
唱
す
ご
か
、
叉
は
別
に
降
会
金
を
出
し
て
和
談
を
巾
込
ん
で
来
る
の

で
、
問
屋
側
に

Lτ
見
れ
ば
嘗
初
か
ら
の
目
的
は
其
蕗
で
ゐ
与
、
二
つ
返
事
で
之
を
諒
解
す
る
さ
言
つ
門
事
.
h
p

よ

〈
有
る
の
で
、
兎
に
角
大
日
本
製
氷
も
助
蕗
で
は
全
〈
一
四
が
土
ら
ぬ
弐
第
で
ゐ
・
り
ま
す
o

夫
れ
か
ら
其
の
他
の
物

品
は
五
分
位
の
様
に
聞
い

τ居
h
ま
す
。
尤
も
問
屈
仁
依

τは
競
守
入
札
で
購
入
を
錦
す
も
の
も
あ
・
り
ま
す
が
某



の
場
合
に
は
歩
戻
は
畑
山
。

五

航
海
ご
其
の
漁
華
同

A
T
迄
に
遁
べ
化
路
は
問
嵐
山
資
本
家
的
職
能
方
面
で
ゐ

h
ま
す
が
、
問
屋
は
又
阪
貨
の
業
を
錦
す
も
の
で
あ
っ

て
.
郎
丸
漁
獲
物
を
買
捌
く
も
の
で
あ
り
ま
す
ο

元
来
大
正
十
四
年
頃
迄
は
出
漁
機
舶
府
議
の
日
か
ら
腕
池
山
抱
一

ω

一
航
・
誕
二
十
日
内
外
炉
、
っ
た
も
の
で
、
漁
期
節
中
に

l
l漁
期
は
九
月
に
始
ま
り
五
月
六
月
に
終
る
|
|
十
三

航
海
し
た
も
の
で
す
り
れ
共
、
最
近
で
は
一
航
海
に
二
十
四
、
五
日
も
か
、
る
様
に
銭
っ
た
り
で
、
漁
期
中
十
航

海
し
か
出
来
的
制
械
に
潟
っ
た
o

夫
れ
は
何
故
で
あ
る
か
己
云
へ
ば
、
大
正
寸
四
年
頃
迄
は
漁
場
が
支
那
東
撫
で
あ

っ
て
(
京
支
那
併
の
こ
ご
で
す
)
可
な
・
り
の
豊
漁
を
皐
げ
得
た
も
の
で
あ
っ
た
の
が
、
漸
次
不
漁
ピ
な
り
漁
場
の
南

漸
を
帥
川
儀
な
〈
せ
ら
れ
、
其
の
上
充
分
の
成
績
を
皐
げ
得
，

sι
質
怖
に
あ
る
か
ら
で
ゐ
、
り
ま
し
て
、
そ
ん
な
理
由

で
問
屋

ω取
扱
ふ
漁
獲
物
も
随
分
減
少
し
来
た
っ
た
。
そ
れ
で
は
最
近
ど
ん
な
漁
獲
高
を
示
し
て
居
る
か
さ
云
ふ

に
、
本
年

ω漁
期
は
前
年

ω漁
期
に
比
べ
て
一
般
に
良
い
方
で
あ
っ
て
.
一
航
海
平
均
四
千
五
百
回
程
度
で
あ

る
。
四
千
五
百
固
め
れ
ば
問
屋
で
は
其
の
一
制
的
問
屋
口
銭
が
取
れ
、
仕
込
口
問
代
の
回
収
も
出
来
航
調
的
償
却
も

出
来
る
計
算
に
錫
り
、
航
頭
も
亦
生
活
に
困
ら
ぬ
位

ω配
蛍
に
あ
'
り
付
り
る
の
で
、
訪
・
り
開
係
者
悉
く
可
い
ご
雪
ロ

ふ
ニ
Z
に
鋳
る
の
で
あ
b
ま
す
。
(
衣
項
参
照
)

六

漁
獲
高
に
闘
す
る
計
算

~ 

前

長
崎
由
棋
酎
底
且
翻
抽
出
義
と
其
白
金
融
情
祝

第
二
十
λ
佐

五
四

第
四
観

~~ 



講

誠

長
崎
O
槽
船
鹿
島
組
曲
識
と
其
白
企
画
情
況

第
二
十
入
省

五
四

第
四
披

回

此
彪
で
一
寸
漁
獲
高

ι闘
す
る
計
算
方
法
に
付
て
述
べ
な
り
れ
ば
な
ら
な
い
。
民
地
方
の
計
算
慣
明
日
は
、
漁
獲

金
高
山
り
中
か
ら
先
づ
共
的
一
制
額
を
問
屋

ω
手
数
料
ご
し
T
問
屋
仁
於

τ取
得
し
、
共
同
世
間
高
中
よ
り
什
込
品
代

(
歩
反
を
せ

F
る
倒
格
じ
依
る
)
を
問
屋
に
於
て
引
去
h
・
其
の
残
額

ω六
分
を
問
屋
に
、
阿
分
を
仙
川
一
叫
に
配
蛍
す

る
こ
ご
に
致
し
て
居
h
ま
す
。
問
屋
で
は
六
分
的
内
か
ら
般
的
定
期
修
絡
を
錯
し
た
ら
等
し

τ共
の
残
額
は
利
盆

仁
錦
る
凶
で
ゐ
・
り
ま
す

l
l尤
も
以
前
に
は
漁
獲
高
か
ら
問
屋
手
数
料
、
仕
込
日
間
代
を
搾
除
し
、
真
に
漁
獲
高

ω

一
割
八
歩
を
同
居
に
於
て
取
得
し
た
残
ふ
り
を
問
分
(
倣
一
同
)
六
分
(
問
屋
)
に
分
配
し
、
右

ω
一
例
ん
歩
ご
L

ハ
品
川
芭
ゆ

枚
役
中
よ
h
問
屋
ド
於

τ定
則
修
川
向
初
航
創
設
別
組
守
h
f
」
負
煽
し
た
も
り
で
す
が
、
今
で
は
一
割
人
分

ω取
得
は

之
宮
滋
比
し
白
共
り
代
り
に
初
航
件
り
叫
武
川
川
に
付
工
.
多
〈
細
川
酬
に
負
増
せ
し
め
る
+
-
Z
に
改
枯
ら
れ
い

τ居
り
ま

す
O

|

|
然
し
漁
獲
高
が
四
千
五
百
凶
も
め
れ
い
ば
誠
に
結
織
で
は
ゐ
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
大
E
十
三
、
四
年
頃

の
一
航
併
・
多
い

ωは
一
高
凶
を
超
へ
少
〈

t
b七
千
国
日
中
均
人
千
回
に
も
持
つ

τ居
っ
た
黄
金
時
代
に
泊
す
れ

ば
心
細
い
次
第
で
.
然
し
昨
年

ω慌
に

φ
均
三
千
五
六
百
同
位
り
成
績
で
.
毎
航
海
欠
損
を
縦
け
た
の
に
比
ぷ
れ

ば
、
ヌ
そ
ん
な
に
域
全
云
ふ
べ
き
粍
皮
り
も
り
で
も
無
が
ら
う
ぜ
思
ム
次
第
で
ゐ
b
ま
す
。
漁
獲
金
高
に
闘
す
る

計
算
方
法
は
、
大
館
右
り
日
比
に
錫
ゐ
の
で
ゐ
h
ま
す
が
、
多
少
此
附
に
疑
問
セ
生
じ
ま
す
る

ωは
、
漁
獲
金
高
に

依
つ
℃
換
言
す
れ
ば
、
川
来
高
に
依
っ
て
阿
屋
よ
り
賃
金
の
支
搬
を
受
付
る
ご
ヨ
』
ろ
的
舶
闘
な
る
者
は
、
一
穂
問

屋
的
雇
人
三
百
一
回
っ
た
方
的
者
一
で
ゐ
る
が
何
う
か
宣
言
ふ
一
事
例
で
ゐ
'
り
ま
す
。
悶
属
側

ω
者
に
聴
き
ま
す
ご
雇
人
で

あ
る
己
申
し
ま
す
。
然
し
乍
ら
段
低
紛
糾
山
定
的

ω
無
い
紬
瓜
で
ゐ
り
ま
す
。
極
度
の
不
抽
出
凶
際
仁
は
何
等
給
料

を
奥
へ
ら
れ
な
い
。
北
(
の
際
に
於

t
若
し
航
一
明
小
山
手
許
不
如
意

ω
場
合
に
は
、
問
犀
等
よ
り
金
銭

ω
融
泌
を
受
付



な
り
れ
ば
な
ら
な
い
。
或
は
機
紬
仕
込
の
食
料
を
以
て
・
生
活
を
締
助
し
て
居
る
の
で
は
無
い
か
正
一
百
は
る
、
人

が
布
る
か
も
如
れ
ま
せ
尚
一
炉
、
此
食
料
仕
込
り
事
に
付
て
は
、
先
程
御
話
し
申
上
げ
ま
し
た
様
な
漁
獲
金
高
的
計

算
刀
法
で
、
船
凶
じ
於

τ四
分
六
山
配
首
を
受
付
る
前
に
問
屋
に
於
1
回
枚
を
し
て
終
ふ
の
で
あ
b
而

Lτ
、
若

し
之
が
凶
脱
出
来
午
い
場
合
に
以
・
船
山
l
謝
事
ゐ
貸
金
正
し

τ挫
掛
せ
ら
る
、
む
で
ゐ
b
ま
す
む
此
鮎
か
ら
翻

ま
し
工
も
仕
込
食
料
山
負
踏
む
亦
倣
以
で
ゐ
っ
て
・
最
低
給
料
ご
一
百
ふ
も
の
が
無
い
。
問
屋
己
船
一
羽
と
の
問
仁
近

時
作
成
せ
ら

μ
た
る
契
約
道
官
誠
み
ま
す
え
締
hr
締
助
ピ
一
一
一
日
ム
名
識
己
最
低
給
料
山
如

3
も
の
を
奥
ふ
る
伎

な
規
定
が
ゐ
っ
た
品
川
で
す
が
、
事
実
U
然
う
言
ふ
柿
助
も
亦
船
頭
に
封

Lτ
貸
金
正

L
て
轄
理
さ
れ
て
居
る
は
叫
に

思
は
れ
る
の
で
ゐ
り
ま
す
o
t
(
い
り
他
航

W
U
り
仕
込
(
山
平
に
食
料
限
ら
す
)
叫
負
帥
旧
日
仏
船
長
以
下
航
封
い
者
に
劃

す
る
給
拠
は
悉
く
仙
畑
頑

ω
責
任
に
締
右
4
る
。
事
ろ
請
負
で
ゐ
ら
う
正
存
じ
工
嵐
り
ま
f
o

七

魚

類

の

賀

捌

き

備

τ斯
〈
し

τ狼
ら
れ
来
つ
に
魚
が
問
屋
内
手
仁
似
て
隙
仁
水
扮
ゼ
ら
る
、
の
は
、
多
〈
未
明
で
ゐ
・
0
叩
述
内
芯
を

要
す
る
も
の
壬
す
か
ら
・
多
数
り
仲
仕
で
一
知
肋
間
じ
行
は
れ
る
山
で
ゐ
・
り
ま
す
。
此

ω
仲
ル
ー
も
多
吹
使
用
す
巴
問

屋
に
な
る
正
、
北
(ω
賃
金
も
巾
々
少
傾
で
は
ゐ
h
ま
せ
ん
。
而

L
f
此
水
揚
せ
ら
れ
た
魚
は
、
抗
丸
に
長
崎
市
内

に
居
り
ま
す
る
欽
私

ω
仲
民
人
仁
資
制
川
れ
(
問
屋
で
仲
買
人
を
衆

uτ
肘
る
向
も
め
る
。
林
粂
導
)
買
受
け
た
仲

買
人
以
之
を
地
姐

L
3
h
陪
揚
川
場
り
置
く
硝
迄
恭
一
し
居
る
釧
道
線
路
に
依
工
東
京
大
阪
、
新
川
向
山
地
迄
も
・
向
h
q
e
r

見
計
っ
て
品
田
辺
ev-
日
以
す
り
一
℃
ゐ
b
ま
す

Q

批
昨
日
込
山
方
法
は
特
別
冷
蔵
貨
車
で
氷
誌
を
以
て
致

L
、
其
川
υ

収
倣
は
合

島町

WI 

長
崎
山
柵
船
出
血
制
漁
業
と
犯
の
金
融
情
況

第
二
!
入
管

五
回

能
川
挽

B何



iR年

前

長
崎
山
機
船
底
且
納
品
開
識
と
共
白
金
融
情
況

第
ニ
十
八
巻

五
回
問

錦
凹
貌

凹
四

同
運
送
曾
枇
が
一
手
で
之
を
扱
っ
て
居
'
り
ま
す
。
何
検
特
別
扱
品
で
従

τ運
賃
も
中
阜
大
し
た
も
の

F
、
相
世
賃

ω

計
算
は
毎
月
分
を
一
一
級
的
に

l
τ
計
算
せ
ら
れ
て
居
る
が
、
一
時
に
支
梯
ム
的
ド
困
難
す
る
ニ
ピ
が
時
々
あ
る
ら

し
〈
、
然
れ
ば
降
納
金
一
炉
後
納
い
せ
ら
れ
て
居
る
舗
に
少
か
ら
ぬ
便
宜
を
受
付
て
居
る
H
M
で
あ
り
ま
す
。

J¥ 

問
屋
に
封
す
る
金
融

期
く
し
1
後
遺
せ
ら
れ
山
花
魚
一
問
、
到
右
地
で
賞
捌
か
れ
る
迄
に
は
若
干
の
日
放
を
製
l
、
共
内
ト
h
E
到
右
地
£

の
問
に
代
金

ω授
受
(
電
信
迭
金
決
済
)
が
行
は
れ
る
誇
で
す
が
、
長
崎

ω問
屋
で
は
・
舶
狐

ω計
算
や
仕
込
品

ω

支
梯
や
即
時
に
鋳
き
ね
ば
な
ら
凶
性
質
の
も
の
が
ゐ
つ

τ、
比
九
内
若
干
の
日
放
が
中
々
待
て
な
い
ご
斯
う
申
し
て

居
り
ま
し
て
、
共
り
閥
其

ω金
融
を
付
り
る
絡
に
長
崎
魚
類
仲
買
株
式
曾
枇
、
云
ム
金
融
機
闘
が
設
け
ら
れ
で
あ

る
。
此
金
融
機
関
か
ら
金
融
を
受
付
る
の
で
ゐ
・
り
ま
す
。
借
て
何
ん
な
方
法
で
金
融
を
付
り
る
か
ご
云
へ
ば
も
問

屋
は
水
揚
し
た
魚
を
仲
寅
人
に
貢
込
む
ご
、
直
も
に
某

ω明
細
を
右
曾
耐
に
届
出
で
邸
時
に
曾
枇
hr
ら
代
金
を
受

取
る
。
而
し
て
曾
枇
は
叉
三
日
り
期
限
を
付
し
て
之
を
仲
買
人
に
簡
求
し
て
回
牧
を
計
る
の
で
あ
b
ま
す
o

株
主

は
主

t
し

τ漁
業
側
係
者
で
ゐ
る
問
屋
.
仲
買
等
で
あ

b
ま
し
て
.
魚
り
陸
揚
揚
に
設
り
ら
れ
て
厨
り
ま
す
。
合

一
枇
は
相
蛍

ω手
数
料
を
徴
し
て
(
邸
ち
金
利
に
相
償
す
る
も
の
で
す
が
非
常
に
低
利

ω様
で
有
り
ま

1
)
居
h
ま

す
。
仲
買
人
等
の
不
曲
脚
質
掛
金
(
仲
良
人
か
ら
一
一
品
へ
ば
買
掛
金
)
は
曾
枇
の
損
失
に
蹄
す
る
誇
で
一
寸
危
険
味
は
有

る
。
然
L
品
開
一
枇
の
成
畿
は
上
等
の
様
で
あ
b
ま
す
。



九

問
屋
の
優
越
的
勢
力

一
寸
横
に
話
が
外
れ
ま
し
に
が
元
に
似
t
.
問
Mm
は
曾
枇
か
ら
現
金
を
受
取
れ
ば
前
越
の
仕
込
品
代
、
手
敏
料

一
一
制
並
に
四
分
六
の
配
蛍
其
の
他
柚
一
肌
に
制

t
b
一
時
融
通
金
等
を
引
き
去
h
・
仙
一
明
に
渡
前
丈
を
支
梯
ム
の
で

あ
り
ま

Lτ
、
向
引
去
ι
り
分
に
不
足
す
る
ご
主
は
衣
の
漁
獲
代
金
で
精
算
す
る
ニ
ご
に
な
る
の
で
す
が
、
毎
年
六

月
(
漁
業
終
了
期
)
に
は
切
上
古
稀
し
て
嶋
一
樹
正
の
総
計
算
を
す
る
の
で
・
其

ω時
に
は
仕
込
日
開
残
品
で
も
何
で
も

一
切
合
切
計
算
に
立
℃
、
化
鉢
ふ
の

E
ゐ

h
tず
。
休
l
共
均
一
併
に
枇
闘
に
割
f
る
貸
少
が
獲
っ
て
庖
れ
い
ば
、
中

々
回
股
が
由
来
な
い
。
そ
れ
は
前
に
過
ぺ
た
様
に
、
船
阪
は
多
〈
は
裸
一
貫
で
あ
っ
て
、
就
山
・
貸
前
川
獲
る
情
な

の
は
不
抽
出
り
結
果
に
依
る
も
り
で
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。

質
際
般
政
以
下
り
牧
入
は
、
豊
漁
の
昨
は
川
賞
に
姐
る
が
不
漁
り
時
は
話
に
な
ら
ぬ
粍
悲
惨
は
も

ωで
ゐ
h
ま

し

τ.
或
る
問
屋
り
統
計
じ
依

μ
ば
最
近
℃
締
凶
年
三
千
刷
位
・
船
長
じ
月
五
十
副
ル
至
六
十
回
・
船
員
に
な
る

正
月
十
人
凶
乃
至
二
十
刷
位
で
め
っ

τ、
中
ャ
之

μ
だ
け
で
は
生
活
が
出
来
ぬ
位
で
、
舵
耐
酬
は
右

ω
牧
人
中
か
ら

部
下
の
船
員
に
相
常
生
活
い
道
も
講
じ

τや
ら
な
り
れ
ば
な
ら
ぬ
立
場
に
め
る
も
仰
で
す
か
ら
部
下
川
者
に
謝

す
る
右
的
分
配
を
!
ま
L
て
肉
色
々
ご
惟
話
十
見
品
。
従
つ

1
一
一
一
千
刷
、
」
云
ふ
て
も
・
質
際
手
許
に
は
僚
か

ω
牧
入

に
な
っ

τ仕
舞
ム
凶
で
、
昨
に
問
尾
に
金
銭
の
融
辿
を
受
付
る
ニ
ご
が
あ
る
H
M
な
蚊
践
で
、
然
H
ば
・
』
ん
な
賞
情

を
よ
〈
承
知

Iτ
居

μ
ば
貸
前
が
阿
牧
山
家
伝
〈
正
も
‘
人
情
h
r
-
h
問
Mm
で
之
を
強
制
同
牧
も
州
市
市
な
い
1

、
詩
り

は
貸
倒
正

L
て
世
担
分
す
る
場
合
も
砂
く
知
山
レ
叫
で
ゐ
り
ま
す
。
況
ん
や
四
分
六
の
配
常
に
も
有
り
付
り
な
い
粍
に

E障

演

長
峰
山
棋
船
底
止
網
漁
議
i
t
共
的
壷
凶
1

い況

第
二
十
入
品
官

五
四
五

第
刊
脱

四
五



2昨

師f

長
崎
山
槽
船
底
地
制
抽
出
と
共
白
金
融
仏
捉

銘
一
十
八
睦

一
訓
阿
武

曲
中
刊
蹴

川

r
大

不
漁
山
り
山
川
は
・
仙
川
則
自
身
に
於

τ阪
に
金
が
無
い
、
従
っ
て
会
長
融
辿
を
受
付
な
り
山
ば
な
ら
な
い
川
町
で
の
る
。

犯
は
品
購
じ
「
品
川
が
到
有
岨
の
問
um
で
員
捌
か

μ
る
迄
に

U
計
T
川
町
日
放
を
嬰

L
、
共
的
上
で
代
金
山
授
受
が
行

は
れ
る
詳
℃
は
ゐ
る
が
、
長
崎
山
問
屋
で
は
附
則
山
一
計
算
千
仕
込
品
川
町
中
文
机
や
即
時
仁
処
さ
ね
ば
な
ら
同
性
質
の

も

ω
が
め
つ
工
、
共

ωお
干
川
り
日
数
が
中
々
待
ー
な
い
ピ
昔
ロ
ふ
抑
山
で
金
融
町
枇
か
-
b
現
金

ω融
辿
を
受
付
て
船

頭
に
掛
す
る
支
抑
を
す
る
し
ご
述
べ
ま

1
・
花
が
、
此
支
榔
合
す
る
仁
付
て
は
勿
論
漁
務
A
7

析
や
先
づ
賀
川

L
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
り
で
ゐ
・
り
ま
す
o
然
[
乍
ら
、
水
判
明

ω賞
け
に
は
川
却
し
て
如
何
粍

ω倒
的
相
合
以
1
其
小
山
漁
獲
物
が
由
民

捌
か
れ
た
か
未
だ
刊
馴
致
し
て
屑
'
り
ま
せ
泊
。
凹
平
に
向
々
仁
従
つ

1
大
髄
山
町
一
員
込
み
符
べ
き
数
量
を
恥
慌
時
記
L
K
J己

言
ふ
・
丈
り
こ
己
で
有
っ
て
、
ま
に
後
越
川
念
巾
に
在
る
附
に
於
工
先
方
的
需
ョ
袋
駅
況
仁
依
ち
ま

L
T
、
結
り
先
山
り

践
克
や
数
量
的
U

閲
覧
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
正
も
有
り
、
又
夫
れ
等

ω伐
が
捻
申
・
に
於
f

腐
敗
し
叉
減
損
す
る

よ
ピ
も
有

h
ま
し
て
、
況
や
不
抽
出
川
町
時
仁
は
納
長
U
航
拠
日
放
を
延
長
し
て
も
少

L
で
も
多
〈
の
魚
守
獲
ら
う
£

一百ふ，
U
判じ

mh.
従
J
L
犬
山
恥
等
の
品
川
U
夫
れ
式

U
古
〈
骨
川
・
り
、
品
川
舗
を
引
下
げ
る
却
に
潟
る
の
で
あ
h
，
主
す
。
斯

2
百
ふ
関
係
上
・
船
凶
仁
掛
寸
ゐ
支
耕
は
、
問
屋
仲
良
正
先
方
、
」
山
間
己
貸
際

ω仕
切
金
制
に
依
っ
た
場
合
に
比

し
て
多
少

ω相
症
を
生
す
る
-
」
正
は
品
目
れ
な
い

ιω
で
ゐ
り
ま
す
。
此
相
違

ω金
額
を
下
駄
ピ
言
ひ
去
し
て
、
間
出
血

-
U
自
己
的
商
人
的
企
業
的
主
場
H
A
資
本
主
的
優
刺

ω地
位
よ
b
，
t
T自
己
の
利
翁
の
様
に
舶
頭
に
仕
切
る
・
削
も

品
川
を
比
較
的
安
調
じ
見
積
h
ま
す
る
闘
係
上
、
此
下
駄
は
問
屋
じ
依
て
穿
か
れ
る
事
が
殆
ど
通
市

ω事
に
嵐
し
、

此
仕
切
仁
よ
っ
て
問
屈
が
損
『
附
止
す
る
己
言
ふ
様
な
耕
は
滅
多
に
無

ν。
船
頭
が
抽
出
下
駄
全
穿
〈
等
ぜ
言
ム
こ
ご
は

質
仁
稀
正
す
る
ぜ
こ
ろ
で
め
っ
て
.
下
駄
は
問
屋

ω
穿
〈
も
の
で
あ
る
ど
言
一
は
る
、
様
に
錦
っ
た
の
で
あ
り
ま



す
o

此
下
駄
を
生
す
る
ご
言
ふ

e-ご
が
民
法
上
叉
刑
法
上
詐
欺
ご
鋳
る
か
何
う
か
ピ
言
っ
た
こ
正
も
、

か
っ
た
問
題
で
荷
・
り
ま
す
。
毎
年
六
月
に
切
上
げ
を
行
ひ
ま
し
て
も
・
下
駄
じ
付
て
は
鮒
一
肌
正
の
附
に
何
等
精

算
可
る
ご
こ
ろ
が
無

ν
の
で
あ
h
ま
す
。
術
下
駄
ピ
附
辿
し
ま

Lτ
戒
は
魚
狐
仲
買
株
式
曾
献
に
支
銚
ふ
べ
き
問

屋
の
金
川
正
防
下
駄
己
相
殺
さ
れ
る
も

ωで
は
無
い
か
ピ
一
員
ふ
様
に
考
へ
ら
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
・
質
際
的

情
況
は
問
屋
仁
於
き
ま
し
て
は
、
前
記
一
倒
的
関
尿
手
数
料
か
ら
之
を
支
排

L
て
居
り
ま
し
て
・
京
も
有
る
可
主

性
質
的
も
の
ピ
考
へ
ま
す
。
然
れ
ば
日
正
迄
繊
々
巾
辿
ぺ

τ来
ま
し
た
ど
こ
ろ
に
付
き
ま
し
一
1
問
屋
及
般
市
制
的
牧
得

情
況
を
大
腿
綜
令
し

t
臨
ま
す
E

イ
開
口
肢
の
仙
略
取
得
は

漁
獲
金
高
(
水
揚
山
際
に
於
け
る
仕
切
に
依
る
)
の
一
割

漁
獲
金
高
(
右
に
問
じ
)
よ

b
右
山
一
一
制
H
A
仕
込
品
代
(
歩
戻
し
ゃ
戸
控
除
せ
さ
る
も
の
)
を
差
引
き
た
る
残
額
の
六

一
時
喧
L

昨
壷
P

仕
込
代
金
の
歩
一
反

下
駄

ロ
仙
川
耐
酬
の
総
取
得
は

漁
獲
金
高
(
水
揚

ω
際
に
於
げ
る
仕
切
に
依
る
)
よ
b
右
の
一
割
及
仕
込
口
側
代
(
歩
百
却
を
持
除
せ

X
る
も
り
)
を
差

引
き
た
る
残
額
の
間
割

z言
ふ
事
に
潟
ち
ま
す
。

wi 

故

長
崎
町
り
掛
船
底
且
制
撤
哉
と
共
白
金
融
情
阻

第
二
十

λ
各

五
四
七

第
四
韓

四
t 



議

、
1典

長
嶋
田
雄
船
底
卑
細
樋
業
主
其
白
金
融
情
況

第
二
十
凡
巻

亙
四
凡

第
四
競

四
J、

私
は
叉
、
加
一
闘
に
於

τ舶
を
買
取
る
場
合
の
事
に
付

τ
一
寸
申
述
べ
ま
し
た
。
従
前
は
よ
〈
論
議
せ
ら
れ
た
問

題
で
あ
'
り
ま
す
が
震
に
越
ぺ
ま
[
た
泌
h
、
船
一
闘
は
最
初
舶
の
所
有
者
よ

h
舶
を
買
ひ
、
其
の
貿
受
代
金
を
金
銭

消
費
貸
借
の
形
式
セ
以
T
整
理
を
致
L
、
其
の
舶
を
抵
宮
古
し
て
問
屋
の
所
有
名
義
Z
縛
し
、
各
航
海
の
漁
獲
利

袋
を
以

τ共
の
一
万
利
の
償
還
に
賞
て
る
も
の
も
有
る
の
で
す
が
、
問
屋
ご
の
計
算
の
方
法
上
中
々
其
の
償
国
誕
が
雛

し
い
。又

一
見
に
私
は
仕
込
品
の
買
収
に
付
て
肌
畑
頑
の
買
収
っ
た
も
の
も
地
て
四
足
に
於

τ買
取
っ
た
も
の
Z
す
る
三
百

ム
ニ

z
e
g逃
べ
ま
し
た
。
而
し

τ之
が
亦
問
屋
ご
仙
川
脱
己
の
聞
に
於
け
る
自
由
傍
な
る
脇
係
を
作
品
契
な
り
E
言
っ

た
の
で
す
が
、
接
に
も
一
言
し
ま
し
た
慌
に
、
之
亦
岡
健
脚
一
蹴
芭
問
屋
ご
の
計
算
の
方
法
上
‘
時
に
鋤
頭
に
劃
す

る
貸
金
古
潟
る
事
が
有
る
の
で
あ
h
ま
す
。
英
の
他
不
漁
り
場
合
に
も
時
に
問
屋
か
ら
生
活
費
等

ω金
融
を
受
げ

る
一
事
が
前
越
べ
ま
し
た
通
h
で
有
り
ま
し
て
、
骨
岬
に
船
頭
は
般
に
強
制
同
枚
は
見
れ
た
h

z
し
て
も
、
問
屋
hr
ら

各
般
に
一
旦
て
種
々
の
拘
束
を
受
付
る
・
』
正
は
事
実
で
あ
り
ま
し
て
、
然
か
も
此
等
り
「
時
に
」
ご
言
ム
山
が
案
外
に

多
い
の
で
あ
h
ま
す
。

時
に
資
本
主
作
ゆ
る
問
屈
は
帥
削
減
が
郷
里
に
有
す
る
田
畑
英
の
他
を
蕗
理
せ
む
ご
す
る
が
様
に
も
聞
い
て
も
居
h

ま
す
が
、
詳
細
儲
貨
な
る
其
の
惑
的
話
は
存
じ
ま
せ
ぬ
。
或
は
豊
漁
で
航
闘
の
手
許
、
舶
長
以
下
般
員
り
懐
具
合

の
宜
し
い
時
も
有
h
ま
す
が
、
斯

ω如
き
場
合
は
比
較
的
砂
い
の
で
・
多
少
懐
具
合
が
宜
し
い
さ
し
ま
し
て
も
、

飲
酒
共

ω他
的
享
楽
に
費
消
し
て
絡
ふ
伎
な
寅
怖
に
在
り
ま
す
。

問
屋
正
言
ム
も
の
が
如
何
に
其
的
配
属
的
航
一
政
に
謝
し
て
優
越
的
地
位
に
在
る
か
ご
言
ム
ョ
」
ご
に
付
き
ま

Lτ



は
、
大
健
右
申
遮
べ
ま
し
花
田
地
で
ゐ
b
ま
す
が
、
問
屋
芭
仲
買
正
の
問
に
於
き
ま
L
て
も
、
問
屋
は
可
な
ち
優
越

な
る
地
位
仁
在
る
様
で
ゐ
る
。
寒
仁
長
崎
の
此
漁
業
仁
付
て
は
問
屋
は
英
の
中
心
的
主
導
的
地
位
に
宿
る
も
の
で

あ
b
ま
す
。

沖
東
沖
買
仲
買
一
戸
、
魚
の
後
送
先
正
の
取
立
並
金
融
関
係
、
自
信
諌
負
勘
阻
の
関
係
に
付
て
は
葱
に
は
述
べ
ま
せ
ん
。

O 

事古

ち三三・

Eコ

而
し
て
現
在
の
此
漁
業
に
謝
す
る
金
融
は
・
斯
の
如
〈
問
屋
ご
舶
頭
ご
の
聞
の
業
務
上
密
接
な
る
闘
係
の
複

仁
、
恰
も
影
の
形
に
副
ふ
如
〈
行
は
れ
て
居
る
も
の
で
あ
っ

τ、
定
に
損
益
計
算
の
鮎
よ
・
9
鬼
ま
す
れ
ば
貨
に
惚

雑
微
妙
を
極
め
て
居
る
も
の
で
あ
、
り
ま
す
。
或
る
大
銀
行
が
漁
業
問
屋
の
利
潤
多
量
事
を
拒
や
b
E
眺
め
て
、
直

接
船
頭
に
劃
し
多
額
の
貸
付
を
行
ひ
、
千
金
高
金
の
夢
を
見
た
ご
言
ふ
事
貨
が
最
近
に
有
っ
た
の
で
あ
り
ま
す

が
、
突
の
結
果
は
非
常
の
辛
惨
を
嘗
め
て
居
る
貰
例
が
有
り
ま
す
。
之
は
此
の
密
接
な
る
闘
係
の
外
に
在
っ
て
内

部
の
情
況
を
深
〈
究
め
宇
に
融
通
せ
ら
れ
た
る
に
原
因
す
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
が
芭
思
は
れ
る
の
で
あ
り
ま

す。順
序
相
前
後
し
て
は
層
、
り
ま
す
が
大
穂
誌
や

h
眺
め
た
E
-
』
ろ
右
の
様
で
あ
h
ま
す
。

闘

蹟

長
時
四
槽
船
鹿
島
綱
漁
業
と
其
の
壷
融
情
況

第
二
十
λ
轡

五
四
九

第
四
鵠

四
九


